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● Ethetnetによる電力供給
まずタイトルに書かれたPower over Ethernet，あまり目に

する言葉ではありません．このPower over Ethernet（以下PoE

と略す）とは，Ethernet ケーブルを使用して，USBのように

データと電力を同時に供給する規格のことです．Power over

Ethernetは IEEE 802.3afで規格化されており，Ethernetケー

ブル 1本当たり最大で約 13Wの電力を供給可能です．IEEE

802.3afに適合した機材を使用すると，電源供給用のケーブルを

接続しなくても機器を動作させられます．そのため，機器の設

置が簡単になるだけでなく，電源用の電気配線の追加工事，費

用が節減できるため，全体的なシステム・コストの削減にもつ

ながります．

PoEは，AC電源に代わる多機能でコスト・パフォーマンス

に優れた技術です．世の中にはワイヤレス・アクセス・ポイン

トやIP電話，IPカメラ，ノートブック・パソコン，ネットワー

ク・キオスク端末，非常灯システムなど，Ethernetを利用する

さまざまなネットワーク・デバイスがあります．それが

Ethernet ケーブルたった1本で，Ethernet からの通信データ

に加え，電源まで供給できるようになります．

● 給電時には認証が必要
PoEでは，給電側と受電側に機器が分けられます．給電側の

機器は，受電側がPoEに準拠しているかどうかの認証を行い，

対応が判明した場合にのみ電力を供給します．

PoEデバイスの認証とは，給電側から見た受電側のインピー

ダンスが規定の範囲内に入っているかどうかで行われます．そ

の手順を紹介しましょう．まず給電側では，電力供給を開始す

る前に電圧をごく短時間出力します．そしてそのとき流れた電

流値から受電側機器のインピーダンス（抵抗値）を算出します．

その抵抗値が IEEE 802.3afで規定する 23.75 kΩ～ 26.25 kΩの

範囲内に入っていれば，PoE対応機器であると判断します．

受電側がPoE対応機器であると認証された場合，給電側は次

にクラスの判断を行います．これは，最大何W程度の電力が

受電側で消費されるかを，電力が低い順にクラス0から3まで

の4段階に分類します．クラス分けでは，給電側は約20Vの電

圧を受電側に対して印加します．これでクラスに応じ，かつ各

受電機器に設定された外部抵抗にも応じた電流が流れます．給

電側はこの電流値で接続されている機器のクラスを判別します．

クラス分けを行うことにより，給電側は接続されているすべて

の機器に対して十分な電力が供給可能かどうかを事前に知るこ

とができます．

給電される電圧は，通信系でよく使われる－48Vです．従っ

て，受電側の機器の大部分は－48Vを＋12Vや＋5Vへ変換す

る電源回路も持っています．規格（IEEE 802.3af）で定められて

いる電力は最大で13Wと比較的小電力のため，フライバック

方式の電源が一般的です．

● PoEコントローラ IC
Freescale Semiconductor社のMCZ34670（写真A）は，IEEE

802.3af規格に完全準拠する受電用PoE ICです．内部ブロック

図を図Aに，仕様を表Aに示します．このデバイスは，－48V

から＋5Vを生成するための電源回路を搭載しているため，コ

ストや実装面積の削減ができます．PWMコントローラは電流

モード制御方式を採用しています．また，リーディング・エッ

ジ・ブランキング機能とスロープ補償回路も内蔵しているため，

高速で安定した応答ができます．

Ethernetケーブルは電源を入れた状態でも抜き差しされるこ

とがあります．そのため，受電側の電源ラインにFETによる

スイッチを搭載し，抜き差しの際に生じる突入電流やサージ電

圧による影響を最小限にしています． ケーブルを挿したときに

は回路上のコンデンサに電荷がチャージされます．これで生じ

る大きな突入電流の発生を許容すると，高い周波数のノイズが

生じ，コンデンサの寿命や送電側の機器に悪影響を及ぼすこと

もあります．MCZ34670は電源ラインにパワー・スイッチを内

蔵しているため，ケーブル挿入時にはこのスイッチでコンデン

サに流れる電流を制限できます．
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特　性 標準値

入力電圧 30～ 60V

DC-DC出力電圧 1.8V～ 12V

DC-DC出力電流 2.1A（5V時）

PWM周波数（デフォルト）250kHz

対応クラス 0～　4

パッケージ 20ピンSOL

表A
MCZ34670の主な仕様
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しかし，このスイッチの追加は，これらの回路を電源全体と

して考えた場合，電力をロスする抵抗になるため，そのON抵

抗を可能な限り小さくすることが求められます．MCZ34670は

0.5Ωの低ON抵抗（最大）を実現しているため，このスイッチ

による内部電力損失を最小限に抑え，高い効率の電源を構成で

きます．その結果，内部電力損失に起因する発熱が小さく抑え

られるので，監視カメラやWireless LANのアクセス・ポイン

トなど，密閉されて熱のこもりやすい組み込み機器に非常に適

しています．
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図A MCZ3467のブロック図
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プロトコルの詳細からネットワーク対応機器の作成まで
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